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027京都エクスペリメント2011高嶺格展「ジャパン・シンドローム～step 1 地球の裏側」テクニカルスタッフとしての参加























































































　会場内にはELATION社 ELED TRI 64B2台とAMERICAN DJ社 
MEGA BAR LED RC2台の合計4台のLED照明が設置された。そ
れらはKinectで感知したデータを元に明滅する仕組みとなってい






















“Japan Syndrome step1 The  other end of tha ball”
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　会場内にはELATION社 ELED TRI 64B2台とAMERICAN DJ社 
MEGA BAR LED RC2台の合計4台のLED照明が設置された。そ
れらはKinectで感知したデータを元に明滅する仕組みとなってい
る。パソコンでLEDを通信させるために、ENTTEC DMX USB 
PROを使用し、4台のLED照明をコントロールした。
　謝辞
　あいちトリエンナーレ2010において、高嶺格氏作品「いかに考
えないか？」のテクニカルスタッフとして協力させていただいた縁
で今回の作品「ジャパン・シンドローム～step1 地球の裏側」にも
お声がけをいただいた。今回は高嶺氏の甚大なる配慮のもと、ブ
ラジル渡航までの手配をいただき、ブラジルという国土の空気と
文化を一緒に体験するところから作品制作が始まった。その旅か
ら京都芸術センターでの連日の作業の中で、単に技術的な能力
を養うことが出来ただけでなく、作品と向き合う姿勢、作品を制作
することとは一体何か？を、同じ時間を過ごさせていただくことに
よって感じさせていただいた、その広く開いた精神の持ち主であ
る高嶺格氏に多大なる感謝の意を述べる。沢山のご理解をいた
だいた京都エクスペリメント2011のプログラムディレクター橋本裕
介氏には心から感謝の意を差し上げたい。また、作品展示の企
画者である清澤暁子氏には、精神的に支えられながら、自由に
作品を制作させていただく機会をいただいた。この作品のテクニ
カルな面を制作する上で沢山の方々からの応援やサポートをい
ただきこのように文章を書くことが出来たことを末筆ながら厚く御
礼申し上げます。
京都芸術センタ ・ーギャラリー南の様子
「ジャパン・シンドローム～step 地球の裏側」システムにおける信号の流れ
